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音楽を楽しもう講座
~音楽の罰ウィーンと音楽軍たち~

東西公定館主修事業守山湖上三条町>>-‘
盟 26-6506

奈良国立博物館講座
「手向山八幡宮の美術j

中央公民館主催事禦

モーツァ併や、ー ト-':hAf.ど今日~-:;I<: ~tU附

る酋興誕時代。ら近現代にいたる音楽家の笠逓や作畠σ，"，
'代わ， ストリアの文化施策を殴・ゃ・・を交えで学び泰.，

とを 1月"日一 31110日の第2目岨日午後 1時字、3
時1'-. 3圃 惨定員認入ω人 ・舗師 事塚山J:'r-微慢
の縫原温従さA ・s・め切り 11)114日.

家畏国立湖物館の協力" 岡館の展示「手府以Jハ・・2の
輔」の寛どころに叩てスライド腔えた闘です.

と聖 llII111ltJ-1'前防局 亙午 ...・ 16.震以上'00人
・剛 一制間開酬明"'"制的ん 岬@切り -

11H 13日ザ多い場合山2月"日時2鴎から闘で公酬..

Sili邑ぴーす講座
~生活文化か5入植を考えよう~

親と子で楽しむ
ヲリスマス名曲コンザート

スマス世界の輯~
田畑人やM/;JII/A¥ft醐即四人々捕岨

化疫通じてその輿!

ト'ι"‘一

回軒齢出舗で開きま"J.!.ic柑ザンタさ叫
トナカイのソりに乗って也界惜します.';t:;$'さんの園

フィンランド"ら回本までの棄し品情奈の.伊始まり曹す

とを 11 1111目。昨後2略、，. .出'II...1.iら濃度協会z・五

十嵐由紀子さん(ヴγイオ "〆).，...111:さん{チ品目】 '" 

'曜市さん I"7 11 ・薗目 ロンドシヂり の"'アイ吋ヲν
:崎、 トルコ行制問ーッ"

ト} そスタワの思い偲(ヴィエニヤ

フスキ) ・定貝 調子w勺.
グループでの申し込.も可 砂

悶"多い喝命'"
月】叫午後2時から醐四剛. • 四…小学叫叫上知人.輔での申し品川

揚叩 lll! 14日.

南部公民館主催頃策 合"
j岬附島岡刷費即時川ーへの闘を学びます.

とを 内曾 1 11 9 U痢・'"と.，野山 1 J]23U蜘詩人・村の寵生 21113日側詩人か
ら小説家へ明tれずれも午後..字、3桝.;隊 ・醐 刊山げ聞大号制糊

吋但念館{本叫即帥閉-，ん 咽 一日人 叫醐り叶 2月間日.

忠世話民国

5 9 3 1 守山川町"

島崎践村

人と作品



韮豊坐塑里竺豆-1017東民組温所。93-000'"知§曾・面目出視所曾44-1001

を

房
需
し
ま
す

回世園 I字削三r11
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月
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開
催
分
〉

..肉書 パソコ〆の...・.

k・ft'-Il， 1;〆，-，f.7f't'・"， ルの伺lII)，iH..ど 砂舟・R
初心何歳入.村山の酬金

受けλ人1:'" l..;d，みでsまぜん
・テキスト代 』凪"円 ・剛し込み 往復はがきに也府民仇{ゐり

州柑...号制it.I::III.U コース間コ-;q;t
・いて、 1Z/llm叫刊酬酬.11."'.第2岨.で記入"
λl検問町車イえの・{l'U-f"I>l'i'i記入タルプでocゐ"場合u
輔の師同情刷H 柑 λ.'場合1:;1." 叶噛
倉崎."公共交通慣聞を伺周して{f!暑い 交通帳.，ついては得金割.
へ跡、合同て〈問，.) 令お 使闘:1-)UI比館関空いていますι

J議船島-

同P央公民館 (~_=:条町
.ィ，刷トfレ.句

。10 1 I ... 
曾 26-6506)

ヒューマン，カデミー酒文..

‘A>岡町町 e・9-6799) 

‘，0. 刷3

この調宙服来年3月まで・月喝をま，
{以後の.績について隠簡筒渇.し<T)

I聞凶合わ.， 市役所情練管..，曾 "
~ -667 ~ へ

国 思世話詰
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"銅色tt・市健帰曾34-1111側亨630-8580 三康夫路爾丁目1.1

lV刷 114'附 1un.叩同人 t聞 i脚
-1，4闘相H等附/1211-1611'10/11回生まれで "眠、曹関
呼吸Eの・・・・・が、胸 ヒト免疫不金ウイルスによる免後
.・R・がいがある人{昼姐・.送付しますので市役萌御崎

現へ温・・して <f!さい}

l酎方1昼間開q 捕後1"<..縄叶it.lt.utf
約しイ ;'7"，エンザ予防・..明・と"._.t‘ら.て〈
出川崎日嗣".輔の休."帽， .附"
1:0:， iI姐・と予.IIHー・ιて'"暑い
{そ@値1
1必ず，.シフルエノザチ防後極."・H よ，.んでか
ら縄健Lて〈犯さいa
~.知.が会いと金""己負担"傘句 Zす. h入..の事
情噛肺のい人l'> r!J酬制限へ跡帥ぜて〈問、

ーインフルエンザ予問問問4 ー

園甥t旨tI耳目前



市復帰宮34.1111開〒.，ひ-8580=象丈島南丁目1-1・橿厳のコーナー

冊目一仁問調印130時 1111) 、
開聞に…-…
-e震E・・"ノター(包本町519-5 .円33.7876)

-がん検It
-・・Rの邑綱・・です
" 1脚 )J.111;の人{仮・・1;1_<1
・E・剛 ・3嗣 岨酬 ))-(19
・'"岬叫U'I'醐貸住民
健..値目t併のAI，.n(iftl.iohl・u
・凶tl ..し曲一闘で"月初
"'で1:$11陽電...・E・へ ・そ..
…倫..値..1・・稜t;d)I.'."'̂ 1.Iす
ムやか1:1;・・ぃg令 ・・"などで岡

.哨市Lf:AI.I，r.，."句... 
ff". .<<・・唱のA..ilU に手..・
IIf:A1>..・.."" .，1:: A<.l. :1:歯医
ド幽してげれ‘

〈

かS1さの悩みよろ'相酸
(t，健闘に基づく慮人.U絹劃
.・について舗ゐ...人"側閉して
〈問い酬による剛脚内肘受

げられaす掬."・・F・e携します
・と !!"' l lJ市 '~II 鳥、健 1 ・， ・・e・，
日 一俸制叫叫削除 叫引虚人
同 品 叫で問問廿

健康鶴屋『老人におこり

がち忽 .".器疾患j
a価酬酢けーが酎付
・目 一同""晴.，・ 3酔 吋
日 回聞をd ・園 内侍

匿の剛刷H ・・し帥刊 割

問恥 叫凶 岨輔宅.. 

M岡t~'一、同制I>U 1"

成人歯科健康相殴

術開"・U'I‘・1:Ie;I;Jマむし酋守
..・H・ '"嗣 fj l:" . 11 1 眉す る.(，~

ごとのめるAIJ)(tll糊縦しで"さきu
..とM 州制叫1...1.1.'"叫1011"市崎町 惨
と ζ る…傑・・ t~ ，- ."..…虚人
叫 し帥 岨叫酬.....iIへ

エアロ ピクス教室
・岨輔tt~ ，咽..，

・と8"'1.11:111 ・町 B闘の周・E午

"'もの・A11，"'''1・!ltllじの敬多〈の文化財，・，.
会nl'¥t処す同時文化限堤富市です.
し却し ーのすば句し‘.・院を跨る僻良のゆき鋼.，温格

河川伝ど1:.<<J“化現轟"どを"じめ ス パ←"〆
ピ':':$-;，-;r.ヌトアの提に入勺た斧匂がら ."奇 ぺ，.ボ
トル令どが.{;I!I役"'されて".す。ーらに ・盈で"パス

停留隔のご..ゴにも .‘の金ごみ仕どがよ《・てられて

い奮す

ご.の4峰段.;1.r・・・の也理.ぴ漏a・6・....法律j
1:1・8正，..・M・"ζのi!1J1:&づ畠司ぜられaす 貧しい
町づ〈町.温のるためにも ごみ"不或n.ι@いでHl
.鋼L.U.UtてF令て..らnl"・同時ヘ州LfLl ~ 
会IJ.'l'~・"どの.J理府守両省11' 1;1:， N主役..止のた

.，・ 3時岨 吋 こる 肘 E

H 盆セ" ・H ・。， ，醐
拘叩 同 し帥 叫 E桝

純 作同時'"しふ"が'，''. I‘'剛生・

周目 司F・・‘"・・..'τ "月"
"<・で岡4ヒグ，ーへ J"I・/W:II遭

内科疾患に関する綱鮫

.".J・内終.金"'"で同..す
・ と !!"' llll' ・ 11 ，位'f.~・・ 3・・ ， 
と ζ ろ…・・ilI.fI~""，'"‘-t=~，­

・..' ・・b抽叫II11Uf"t'1
軸回附幽 ・"・ ~-~l-.

s ・2、..・・'l"~'l" 勾 ... 
メンタル、ルスセミナ
帽闘が，~，.."'..，仲剛肺

‘ν、のH 、''''$U・.て‘"有k聞
~t .，. 

・と， 阿1111.1、.，・1" J" 
'ところー.・A・.'1tA:路町 ，

2闘陶 ，.-~..，.~"，“人"'.""債授
の僚.'t.'t! ~きん .慢と気分の鋼栄一号

晴 岬 し助 寸市t01' ~ " !!;jf 
M 柑州制肘人積回
川"附."・11-.....剛健
闘 2・ 町山...・・H 幡町H
8 "，0 1 ~・ 2l ， '8~021'、

宅局‘..

のに刷刊どで引酎飢(!lil-?ttt.に?~ :-;r. ~!t .t fi.<F)聞などの箇JJt Jj酬いします

.，.... 岨・101Nt役禽のごみについては押環境滑賞候 事.鴫 1ft7 1 
3 0 0 3)へ“.f'iH1<<tして、る現・を見.けた場合符.n..
がのか勺た場合11."Il書官民腎 (ft33-0110)011.阿'・..
，..トo1 1 0) か制何坤監IlJfi I 酬して(f~:ド'.
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陥ゐコーナー
新生兜・妊産婦鶴間

院笹 目~. . 1暗鬼で醤んでh る斜陣容
ん E助制t幽してみ!.ot.uト...
浩明h 重すので気院側閉してくださh
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ほうそう地蔵
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あ句 俗dliM.‘E呼ばれている 嫡健
じよれば元広元毎 μ3口例以来 侮生の鳳
の川崎われ観しHて憧岬~ "JUl 

けて来，

剛画しているが木々に胃まれて午胸中少

し掴門た束.からの碕売によってのみクヲ

争"と浮，.u上がる.作必ほその轟かな附
聞のスゲ~-1' ''4に編、 た. 世の江きさ

録.遭遇する奇聞の車愛会指けたかr
弓か.

秋篠寺

li葦1生長"

争点.，の"'仁共同アトリi がある

ので よ〈境内舎がて過った j て

絵にLょうと思うであらためて入鳩料

金弘司えりして・"'胞を週んだ舗

がニ輩記なってLてな過な均思うよろ

，侮園にfi!あたらな、

*'包と蓄と本盆の白い陵が，える

冬のひだま"を繍」てみたが あまち
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